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Shibakawa Tcrukichi COHcctiOn

芝川照吉 (1871-1923)は 、明治から大正にかけて毛織物貿易で巨富をきづ

き
“
羅紗王

"と
よばれた芝川商店の実業家です。

日本洋画家の援助をつづけ膨大なコレクションをつくりあげた、近代美術に

おける庇護者のさきがけです。

青木繁と坂本繁二郎、岸田劉生をはじめとする草土社グループ、浅井忠や

石井柏亭とその仲間たち、藤井達吉や富本憲吉ら近代化を目指した工芸家

たち、芝川の援助をうけたのはじつに多彩な顔ぶれです。

漱石との交流も語られるなど文化的土壌もめぐまれていました。

芝川は美術家との交流をなにより楽しみにしていました。

『劉生日記』には、芝川と頻繁に会食したこと、画家たちが芝川邸につどってい

たことなどが書かれています。

大正期の革新的な美術をつくりあげた人々にとって、彼の援助はなくてはなら

ない大きな支えだったのです。

質量において圧倒的であったコレクションですが、芝川の没後は関東大震災に

あいほとんどが散逸してしまいます。

本展は、すぐれた蒐集眼によってあつめられたこの「幻想のコレクション」を、

できうるかぎり発掘し往時のすがたを再現しようというのがねらいです。

芝川の存在は、蒐集という行為にとどまらず、近代日本の重要な美行動向を

支えていたわけで、パトロン、コレクター、画商などの美術をめぐる人々によっても

美術史がつくられ語られることを示しているのではないでしょうか。

「静物」

12月25日 (日)午後2時より     、
「ラフアエロー聖母子の国家とその恋汰」世界・美の旅シリーズ
「モンドリアンの芸術」近代美術。実践と論争シリーズ
1月 14日 (土)午後2時より
「ベラスケスー素顔の宮廷国家」世界・美の旅シリーズ
「ベルト・モリスキャスリーン・アドラーのインタヴュー」抽出美術・実践と議争シリーズ

大原美術館蔵

■講演会

12月 10日 (土)午後2時 より

「岸田劉生と芝川照吉」 浅野徹 (名古屋芸術大学教授)

■ギャラリートークー 12月16日(金)午後2時よリーー担当学芸員
1月20日(金)午後2時よリーー担当学芸員

●JR「渋谷駅」下車徒歩15分
●京三井の頭線「神泉駅」下車徒歩5分

「′"ジェンヌ」 正宗得三郎 岡山県立美術館蔵 「母子」 坂本繁二郎 「カレターニュの風景」 森田恒友

「電気スタン日 藤 井逮吉


